
科目名

Subject

開講年次 2 開講時期 前期 単位 1単位

必修／選択 選択 授業形態 演習 時間 30時間

実践的教育

知識・技能 主体的行動力 課題解決能力
多様な価値観や考え
方を理解し、受け入

れる能力

日本の伝統と文化を
理解し、美意識を備
えて行動できる能力

美しく生きる力を
実践できる能力

〇 〇 ◎ 〇

科目の概要

授業方法

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

YAMANO 2021　

評価方法
授業参加意欲４０％、レポート３０％、プレゼンテーション３０％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

自分や他者の可能性に制限をかけず、積極的に楽しみながら授業に参加することを
グランドルールとします。

学生へのフィー
ドバックの方法

なし

コミュニケーションの目的や意味、重要性を理解します。
その上で自分のアイデンティティを理解し、認知し、主体的に行動できる力と課題を解説できる能力を身
につけます。また、他者を理解し、受け入れる能力を養い、どの場面においても建設的なコミュニケー
ションを摂ることができるようになります。さらに、異文化・異業種など自分とは違う多様な価値観や考
え方を理解し、受け入れる能力を養うことで、出会う人の数だけチャンスを広げられる力を身につけま
す。

下記それぞれの項目で各回に必要な情報を30分予習し、授業で学んだポイントを30分で復習する時間を設
けます。また、各項目最後の授業後は振り返りのレポートを400文字程度、60分で纏めます。
①「私」を理解する 自分年表の作成をはじめ、内面と外面から自分を紐解くことで授業内でたくさんの
気づきを得ることができます。
②「あなた」を理解する 自身の身の回りで起きている出来事をコミュニケーションの観点から改めて見
つめ直し、何気ない会話からその重要性や意味を考えながら授業に臨むことができます。
③異文化コミュニケーション 他地域について調べることや、ファッションを通して歴史を振り返ること
で授業の内容をより深く学ぶことができます。

教科書・教材

教員独自制作資料の配布・映像等

なし

PC／プロジェクター／DVD再生

野口嘉則「鏡の法則」／原田剛「小学生のボクは、鬼のようなお母さんにナスを売らされました」

コミュニケーションは身近な人間関係を良好にするだけではなく、社会において自身の目標を達成した
り、多様な価値観や考え方を理解したり、世界中の人と協働するのに必要なスキルです。
イントロダクションとしてコミュニケーションの目的や意味、重要性を知り、
「美しいコミュニケーション」を実践するための基礎を学びます。
その後、「自己理解」「他者理解」「異文化理解」の３つのカテゴリーに分け、
それぞれを深堀りしていきます。
「自己理解」では自分のアイデンティティを認識し、社会や自分の状況を把握し、目的に合った目標を達
成するため自ら行動することができる力を養います。
「他者理解」では自分とは異なる価値観や考え方、経験を持つ人達を理解し、尊重することを学び、あら
ゆる場面でコミュニケーションをとることができる力を養います。
「異文化理解」では、「他者理解」で学んだことを軸に、国や地域の違う人達の社会的・文化的背景を理
解し、尊重することを学び、世界中の人達と協働できる力を養います。

主な学習効果

基本的には対面授業です。座学とワークショップを組み合わせて行います。
オンラインで実施する場合は事前に通達します。

美しいコミュニケーション

Thoughtful Communication
教員名

参考文献

使用設備・備品

教材

教科書

名越　涼

ミニ課題については次回授業時に総括コメントを返します。

ワークショップでは意見や気づきを全員でシェアします。



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回
オリエンテーション〜教員の自己紹
介、授業の進め方、グランドルー
ル、ゴールの共有と目標を知る

授業の全体を理解し、１５回の授業
の展開を予測し、美しいコミュニ
ケーションの重要性が分かる

予習として、自分にとって美しいコ
ミュニケーションとは何か、どんなこ
とを学びたいかノートに纏めてくる(60
分)

第２回

コミュニケーションとは何か〜
「コミュニケーション」を分解し
て解説。目的・意味・大切さを
学ぶ

コミュニケーションとはどういう目
的があり、なぜ必要なのかを述べる
ことができる。

予習として、なぜコミュニケーション
が必要なのかを纏める(30分)授業で
習ったポイントを復習しノートに纏め
る(30分)

第３回

①「私」を理解する
「私って何者？」
自分年表を作って自分の芯を発掘、
グループワークで発表する

「私」の歴史を紐解き、自分の取り
扱い説明書を作成することで自分自
身を多様な切り口で理解し、語るこ
とができる

事前に配布する「自分年表」を作成
し、発表の準備をする(60分)

第４回

②「私」を理解する
ファッションやメイク、SNSの発信
を通した自己表現とコミュニケー
ションを学ぶ

普段何気なくしているファッション
やメイク等から自分の表現したいこ
とを意識し、発信できるようになる

予習として、好きなインスタグラマー
を調べてくる（30分）授業で習ったポ
イントを復習しノートに纏める(30分）

第５回

③「私」を理解する
"伝える”ということの目的と意
味、大切さを解説。"伝わる声”を
磨くワークショップも実施する

伝える時に何が重要なのかを述べる
ことができる。また、伝わりやすい
声の基礎の練習を実施することがで
きる

予習として、話し方や声が好きな芸能
人を調べ、どんなところが好きなのか
を纏めてくる（30分)自己紹介を録音し
てくる(30分）

第６回

④「私」を理解する
インプロ（即興演劇）を通したグ
ループワークで新たな自分の可能性
を探る

コミュニケーションをとる時の自己
表現力を高めることができる

復習として、①〜⑤で学んだことの振
り返りを400文字程度のレポートで提出
する(60分)

第７回

①「あなた」を理解する
会話をすることの目的と意味、大切
さを解説。グループワークで「他己
紹介」も実施する

会話をする時に何が大切なのかを述
べることができる。また、相手の魅
力を考え、会話を工夫することがで
きる

予習として、会話する意味を考え纏め
てくる（30分）授業で習ったポイント
を復習しノートに纏める(30分）

第８回
②「あなた」を理解する
会話を広げる・優しくする
お笑いと大和言葉の魔法を学ぶ

会話の中で相手の良さや可能性を引
き出すポイントを学び、会話を工夫
することができる

予習として、好きなお笑い芸人と好き
な大和言葉を調べてくる(30分）授業で
習ったポイントを復習し、ノートに纏
める（30分）

第９回

③「あなた」を理解する
ポジティブな人間関係のための心理
学を学ぶ〜IメッセージとYOUメッ
セージ〜

相手とより良い関係を築くための考
え方と心の持ちようを学び、建設的
なコミュニケーションをとることが
できる

予習として、自身の喧嘩のパターンや
思考のパターンを纏めてくる（30分）
授業で習ったポイントを復習しノート
に纏める(30分）

第１０回

④「あなた」を理解する
ひとりの人間の持つたくさんの顔を
理解する優しいコミュニケーション
を学ぶ

相手の持つ様々な背景や思いを理解
し、相手の立場を想像してコミュニ
ケーションをとることができる

予習として、自身の関わる人の立場ご
との顔を纏めてくる(30分)授業で習っ
たポイントを復習しノートに纏める(30
分）

第１１回

⑤「あなた」を理解する
恋愛やアクション漫画のシーンで紐
解くコミュニケーションの受け取り
方を理解する

同じシーンや言葉でも受け取り方が
様々あることを学び、相手の言葉の
背景を考え受容することができる

復習として、①〜⑤で学んだことの振
り返りを400文字程度のレポートで提出
する(60分)

第１２回

①異文化コミュニケーション
多様な働き方×生き方×地域から考
えるこれからのコミュニケーション
を学ぶ

自分とは異なる価値観や文化を持つ
人達の考えを学び、相手を尊重する
コミュニケーションを実践できる

予習として、他地域で活躍している同
世代を調べてくる(30分）
授業で習ったポイントを復習し、ノー
トに纏める(30分)

第１３回

②異文化コミュニケーション
WWD JAPAN村上要編集長から2040年
の美容業界と社会コミュニケーショ
ンについて学ぶ

2040年、美容業界がどう進化してい
るのかを学び、自分が何を社会で表
現したいかを考え実践できる

予習として2040年の美容業界がどう
なっているか考えてくる（30分）復習
として2040年にどんな自分でいたいか
纏める(30分）

第１４回

③異文化コミュニケーション
海外と日本の文化の違いを知りコ
ミュニケーションの在り方を理解す
る

世界の常識と日本の常識の違いを知
り他国のアイデンティティや背景を
理解したコミュニケーションが実践
できる

復習として、①〜③で学んだことの振
り返りを400時程度のレポートで提出す
る(60分）

第１５回
これまでのまとめと、相手と自分の
７つの武器を見つけるワークショッ
プを実施する

自己理解・他者理解・異文化理解の
大切さを理解し、自ら積極的にコ
ミュニケーションをとることができ
る

復習として、これまでの授業で学んだ
ことの振り返りを400文字程度でレポー
ト作成(60分）

授業計画


